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第３次さがみはら文化芸術振興プラン改定版(概要) 

 
 
1 改定の経緯 

令和２年３月に策定した第３次さがみはら文化芸術振興プラン(以下「第３次プラン」という。)

策定後からこれまでの間の文化芸術を取り巻く状況の変化や取組実績、課題等を踏まえ、成果指

標の見直しや今後重点的に取り組むべき施策を整理する必要があることから、改定を行うもの。 

 
 
2 計画期間 

令和７年度から令和９年度までの３年間 
※改定前の第３次プランの計画期間は令和２年度から令和９年度までの８年間 

 

 

3 改定の基本的な考え方 

文化芸術を振興し、醸成するためには、時間をかけ  

て継続的に取り組むことが重要であることから、第３

次プランに掲げる文化芸術の範囲や基本理念、基本目

標は維持しつつ、新型コロナが文化芸術に与えた影響

や第３次プラン策定以降に全国的に検討が始まった

事項等を踏まえ、成果指標を見直すとともに、主な取

組や重点項目を一部修正・追加するもの。 
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4 見直しの方向性 

（1）これまでの取組状況からみる見直しの方向性 

これまでの取組に対する評価について、相模原市文化振興審議会はコロナ禍の行動制限等の影

響もあり、目標未達成のものもあるが、おおむね順調に取組が推進されていると評価しています。 

また、文化芸術を振興し、醸成するためには、時間をかけて取り組む必要があることから、目

標設定の大幅な変更は必要ないが、更なる取組の推進に向け、以下の課題を挙げています。 

 

第３次プランで掲げる成果指標と取組状況 

 
※下線のある実績値は令和９年度の目標値を達成しているもの 

※評価基準 

  Ｓ：予定を上回る効果があり着実に進捗している(達成率 100％) 

  Ａ：予定どおり進んでおり、概ね順調に進捗している(達成率 80％以上 100％未満) 

  Ｂ：一部で予定どおり進んでおらず、やや進捗が遅れている(達成率 60％以上 80％未満) 

  Ｃ：予定どおり進んでおらず、進捗が遅れている(60％未満) 

 
 

これまでの取組状況からみる見直しの方向性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

①効果的な情報発信の更なる工夫 

オンライン配信の更なる定着に向け、市民の目に

留まりやすい、アクセスしやすい環境整備 

②次代を担う人材育成 

今後の後継者不足が懸念されるため、育成支援の

充実に向けた取組の推進 

見直しの方向性 

○新型コロナウイルス感染症の影響等も

踏まえ、成果指標や目標値の大幅な見直

しは行わないものの、目標値を大きく達

成している目標については、更なる取組

の推進に向け、目標値の検討を行う 

○本市の特色である事業については、本市

の魅力を発信する上でも適切な評価が

できる指標の検討が必要である 

③本市の特徴を意識した目標設定 

「フォトシティさがみはら」「さがみ風っ子文化

祭」といった特色ある文化芸術活動を実施して

いるが、評価する指標がない 



- 3 - 

 

（2）市民アンケート調査からみる見直しの方向性 

令和５年９月に実施した市民アンケート調査では、文化的な活動に関心がある人は約７割で、

文化的な活動に参加しやすくなるために、住んでいる地域やその近く、あるいはオンラインで文

化芸術を鑑賞することが出来る環境の充実等が求められています。 

 
 

Ｑ：文化的活動への関心          Ｑ：文化的な活動に参加しやすくなるために必要なこと 

     
 
 

市民アンケート調査からみる見直しの方向性 

 

 
 
 
 

関心がある

(35%)

どちらかという

と関心がある

(38%)

どちらかというと

関心がない

(16%)

関心がない

(11%)

 48%

 30%

 33%

 34%

 29%

 15%

 41%

 17%

 15%

 13%

 1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

住んでいる地域やその近くで活動に

参加することができる

活動に参加するための費用の負担が

軽くなる

土日祝日や夜間などにも活動が行わ

れる

魅力ある内容の活動が行われる

初心者向けの活動が行われる

参加する機会や活動の成果を発表す

る機会が多く提供されるようになる

情報が入手しやすくなる

一緒に活動する仲間ができる

感染症対策の徹底

特にない（わからない）

その他

見直しの方向性 

○文化的な活動への関心は高い傾向にあることから、公民館など住んでいる身近な地域等にお

ける文化事業の継続実施や団体等への活動支援(補助金交付)などを引き続き実施する 

○コロナ禍で定着した YouTube 等を活用したオンライン環境下での文化芸術作品の鑑賞機会や

文化団体の活動状況を周知する取組の充実を図る 

○日頃の活動成果を発表する機会の創出に引き続き取り組むとともに、文化団体や民間企業、

関係機関と連携し、催しや作品鑑賞機会の充実を図る 

○子どもや若者が文化芸術により親しめるよう、学校訪問授業や子ども写真教室などの地域文

化教育に引き続き取り組む 

○更なる文化芸術の振興を図るため、より実効性のある文化行政の在り方を検討する 

〇文化的な活動を通じて地域団体やサークルなどに加わりたいと考える市民が約４割いるこ

とを踏まえ、市民が団体やアーティスト等と交流する機会や機能の検討を行う 

文化的な活動に関心

がある人は約７割 
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5 具体的な見直し 

（1）成果指標の見直し 

一部の成果指標について、既に令和９年度の目標を達成しているものもあることから、以下の

内容で見直しを行う。 

基本目標Ⅳ 市民が誇れる文化財の継承 

指標 
実績値   

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

文化財活用事業へのボラン

ティア参加者数 
1,119 人 

改定案 1,126 人 1,133 人 1,140 人 1,147 人 

当初 793 人 803 人 813 人 823 人 

 

基本目標Ⅴ 文化芸術を生かしたまちづくりの推進 

指標 
実績値 目標値  

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

文化芸術を生かした多様な

主体のマッチング件数 
累計 26 件 

改定案 累計 32 件 38 件 44 件 50 件 

当初 累計 15 件 18 件 21 件 24 件 

特色ある文化芸術事業の入

込客数 
35,231 人 

改正案 37,540 人 38,200 人 38,860 人 39,600 人 

当初 新規設定 

 

 

（2）具体的な取組の見直し 

社会状況等の変化や市民アンケート結果、審議会での審議等を踏まえ、基本目標Ⅰ～Ⅴごとに

設定する“主な取組”、第３次プランの計画期間中に特に推進する“重点項目”について、一部見

直し及び追加を行う。 

基本目標Ⅰ 市民の文化芸術活動の活性化 

主な取組 具体的な見直し内容 

文化芸術活動の場の提供 
市民アンケートの結果等を踏まえて取組内容に「身近な地域で文化的な活動や

創造・交流ができる新たな機能・場の設置についての検討」を追加 

重点項目 

 重点項目 1 地域文化教育の推進 ・主な取組の１つに「部活動の地域移行に向けた取組の推進」
を追加 

重点項目 2 情報発信の強化 ・主な取組の１つに「オンライン環境下における文化芸術鑑賞
機会の充実」を追加 

YouTube を活用した作品鑑賞や文化活動の成果を発表する機
会の創出に努める 

重点項目 3 活動拠点の再整備 

重点項目 4 文化財の保存・活用事業の推進 

重点項目 5 特色ある文化芸術事業の創造 ・主な取組「特色ある文化芸術事業の実施と発信」に“観光や
地域活性化につながる魅力ある事業の推進”を追加 

・主な取組の１つに「新たなまちの魅力や価値を創出する文化
行政の在り方等の検討」を追加 


